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(1)序 論

1980年 代初頭か ら、多 くの国で、 日本に関するあらゆることが人々の関心を集 め、注 目を

浴びるようになった。 これは、「日本ブーム」 という言葉で広 く.知られている。 この 「日本

ブーム」 によって、インドネシアでは、インスタン ト・ラーメンのような安価な食品の製造

から、高性能 の生産手段 に至る様々な分野 まで、多 くの人が日本の影響に興味 を持つ という

現象がおきている。

「日本ブーム」現象 は、日本の科学や芸術の研究 といったアカデミックな分野でもめざまし

い。例えば、日本の言語 ・政治 ・経済 ・文学 ・文化 ・経営 ・生け花 ・結婚式 ・料理 といった

ことが らに、多 くの人々の関心が集 まっているのである。マスメディアの世界 をみると、電

波や活字メディアも、 日本の紹介やニュースをた くさん報道している。ジャカルタにある58

の日本食 レス トランは、在留邦人 と同じくらいの数の中流のイン ドネシア人で賑わっている

ということを見て も、今 日どれほど 「日本ブーム」が広がっているかがわかるだろう。

現在で は日本語を理解 し話せるインドネシア人 は、約3万5000人 くらいいると思われる。

日本語は、約130の 高等学校で第二外国語 として教 えられているし、9つ の高等教育機関、

7つ の 日本語専門学校、4つ の研究所で、 日本研究が行われている。

この 「日本ブーム」 は、第二次世界大戦後 の日本 とインドネシアの関係の改善 と平行 し

て、1950年 代から日本語 と日本文化 に徐々に関心が集 まりだしたことに端を発 しているので

ある。

(2)イ ン ドネシアにおける日本研究の起源

ア60年 代の日本語 ・日本文化研究

日本 とインドネシアの関係が改善 されたことにより、 日本経済の急速な発展 ともあいまっ

て、多数のインドネシア人が日本に強い関心 をもつようになった。

1958年 、Melati-Sakura財 団によって、〈日本文化学院〉がジャカルタに創設された。 こ

の財団は、インドネシア と日本の関係 を促進 したい と願 う人々によって設立されたものであ

る。 日本文化学院で教 えられた主な学科は、 日本語 と日本文化入門であった。 日本大使館が

この財団を後援 していた。

この時期、4つ の国立大学に日本語 ・日本文化学科が創設 されたことによって、 日本語 ・
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日本 文 化 研 究 の研 究 体 制 が 改 善 さ れ た の で あ る 。4つ の 国 立 大 学 と は、IKIPManado、 バ

ン ドン の パ ジ ャ ジ ャ ラ ン大 学 、IKIPBandung、 ジ ャ カ ル タ の イ ン ドネ シ ア 大 学 で 、 後 の3

校 は、 イ ン ドネ シア に43校 あ る高 等 教 育 機 関 の うち の 最 も重 要 な10校 に名 を連 ね て い る0時

を お な じ くし て、 財 団 や 個 人 に よ っ て、 中 学 校.レベ ル の 日本 語 学 校 も い くつ か 創 設 さ れ た 。

1959年 、H.IwaKusumaSumantri教 授 の 主 導 で 、 バ ン ドン にAkademiPendidikanAhli

BahasaAsing(APABA)が 創 設 さ れ た 。APABAに は、 英 語 ・ロ シ ア語 ・中 国 語 ・日本 語

の4つ の コー ス が あ り、 パ ジ ャ ジ ャ ラ ン大 学 に付 属 して い る。IKIPManadoの 日本 語 学 科

(JapaneseLanguageDepartment)は 、 日本 語 を教 え て い る国 立 の 高 等 教 育 機 関 の な か で

もっ と も古 い とい っ て い い だ ろ う。 こ の学 科 は、 「第 二 外 国語 は、 ア ジ ア の 言 語 を必 修 とす

る」 とい う高 等 学校 の カ リキ ュ ラ ム の改 編 に と もな って 創 設 され た。 日本 語 は、 高 等 学 校 で

学 習 す る外 国 語 に選 ば れ た の で あ る。

1963年 、 パ ジ ャ ジ ャ ラ ン大 学 文 学 部 に、 日本 語 ・日本 文 学 科(DepartmentforJapanese

LiteratureandLanguage)が 創 設 され た。APABAの 学 生 は、 こ の新 しい 学 科 に編 入 さ れ

た 。1965年IKIPBandungに 、 日本 語 学 科 が 創 設 され た。 これ は、 今 日で は、Program

PendidikanBahasaJepangと 呼 ば れ て い る。 創 設 者 の ほ とん どは、 パ ジ ャ ジ ャ ラ ン大 学 の

教 師 で あ っ た 。1967年 、FakultasSastraUniversitasIndonesiaで 、 は じ め て 日本 研 究 が 開

始 され た 。 ジ ャ カ ル タ の 日本 大 使 館 を通 じ て 日本 政 府 が イ ニ シ チ ア ブ を と り、 準 備 に半 年 か

け られ た。

1960年 代 に 創 設 さ れ た 日本 語 学 校 は、 他 に、 バ ン ド ン のAkademiBahasaAsing

(ABA)、Yapari(1963年)、 ジ ャ カ ル タ のAkademiBahasaAsing(1964年)、 ジ ャ カ ル タ

のAkademiBahasadanKebudayaanJepang(ABKJ1965年)で あ る。60年 代 は イ ン ドネ

シ アで 日本 語 と 日本 文 化 が 教 え られ る よ う に な っ て か ら 日が 浅 く、 み るべ き論 文 は書 か れ て

い な いが 、 学 生 た ち の 努 力 は認 め て もい い か も しれ な い 。 この 時期 に学 ん だ先 駆 者 た ち が 、

しか るべ き学 校 で重 要 な地 位 につ き、 イ ン ドネ シ ア にお け る 日本 研 究 を発 展 させ る た め に学

問 的 な業 績 を あ げ る こ とを望 み た い。

イ70年 代 と80年 代 の 日本 研 究

1970年 代 か ら1980年 代 に か けて も、 日本 語 教 育 機 関 は次 々 と創 設 さ れ た 。1978年 に は、 イ

シ ドネ シ ア大 学 文 学 部 に 日本 語 学 士 の デ ィ プ ロ マ が与 え られ る 日本 語 学 科(JapaneseLan-

guageDiplomaProgram)が で きた 。 この 学 位 を と る た め に は、3年 間 の 在 籍 が 必 要 で あ

り、 主 だ っ た教 師 は 日本 文 学 研 究 学 科(JapaneseLiteratureStudiesProgram)の 講 師 で あ

る。 学 科 開 設 時 に は定 員30人 で あ っ た が 、1983年 か らは2ク ラ ス編 成 に な り、 毎 年60人 の 学

生 が 入学 し て い る。

メ ダ ン の ス マ トラ ・ウ タ ラ大 学 文 学 部 に も、 日本 語 デ ィプ ロマ 学 科(JapaneseLanguage

DiplomaProgram)が 創 設 さ れ た 。1981年 に は、IKIPSurabayaに 、 日本 語 教 育 学 科

(JapaneseLanguageEducationProgram)が 創 設 さ れ た 。1984年 に は、 前 筑 波 大 学 客 員 教

授 のDr.ArifinBayを 所 長 に して 、UniversitasNasionalに 日本 セ ンタ ー(JapaneseCen-

ter)と 日本 語 学 科 が 発 足 し た。
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1986年7月6日 、PERSADA(日 本 元 留 学 協 会)の 会 員 た ち に よ って 、DarmaPersada

University(UNSADA)が 創 設 さ れ た。 こ の 大 学 は、PERSADAの 会 長 を 総 裁 と す る

PERSADA付 属 の財 団YayasanMelatiSakuraに よ っ て運 営 さ れ て い る。 この大 学 は3つ

の 学 部 か らな り、 文 学 部 に は 日本 研 究 科(JapaneseStudiesProgram)が あ る。

これ らの他 に、 バ ン ドン に、LembagaBahasadanKebudayaanJepang(日 本 語 ・日本

文 化 セ ン タ ー)、 メ ダ ン にAkademiBahasaAsingPerguruanTinggiSwadayaとYayasan

HinoIndonesia、 ジ ャ カ ル タ にAkademiBahasadanKebudayaanJepang、 エバ グ リー ン

日本 語 コ ー ス 、 日本 文 化 セ ンタ ー の各 コー ス、 東 京 日本 語 学 院 、 ジ ョグ ジ ャ カル タ に ジ ョグ

ジ ャカ ル タ 日本 文 化 学 院 が で きた 。

ス ラバ ヤ に は、 日本 領 事 館 運 営 の 日本 語 コ ー ス が あ る。UjingBanjangのUniversitas

Hasanuddinで は、 副 専 攻 科 目 で 日本 語 が 教 え られ て い る。 カ リマ ン タ ン のUniversitas

Mulawarmanや ボ ゴー ル 農 科 大 学 で も、 日本 語 が 教 え られ て い る。 ジ ャ カ ル タ の 私 立 大 学

で、 ホ テ ル と観 光 事 業 を専 門 に して い るUniversitasTrisakiで も 日本 語 が 教 え られ て い る。

1983年 か ら、 観 光 事 業 振 興 とい う実 用 的 な 目的 でSahidHotelandTourismAkademyで も

日本 語 が 教 え られ て い る。

イ ン ドネ シ ア にお い て 日本 語 へ の 関 心 が 高 ま る に つ れ 、1987年 に は、 バ ン ドン のパ ジ ャ ジ

ャ ラ ン大 学 に、 イ ン ドネ シ ア大 学 文 学 部 と同 様 の3年 履 修 の 日本 語 学 科 が で きた 。 そ れ と同

時 に、 パ ジ ャ ジ ャ ラ ン大 学 に は、 日本 語 研 究 セ ンタ ー も つ くられ た 。

1988年 、 ジ ョグ ジ ャ カル タ の ガ ジ ャ マ ダ 大 学 に、 日本 語 ・日本 文 学 学 科 と 日本 文 化 研 究 セ

ン タ ー が つ く られ た 。 様 々 な分 野 で イ ン ドネ シ ア と 日本 の関 係 が 増 大 して い っ た こ とに 引 っ

張 られ る よ うに 、 日本 に関 す る教 育 ・研 究 機 関 が 急 速 に増 え て い っ た ので あ る。

詳 細 は下 記 参 照 の こ と。

IKetutSurajaya"JapaneseStudiesintheRepublicofIndonesia"inJapaneseStudiesin

SoutheastAsia,DirectorySeriesXI(TheJapanFoundation,Tokyo,1987)

(3)イ ン ドネシア大学 日本学科 における卒業論文のテーマ

イン ドネシアの大学の日本語学科には、 まだ修士課程や博士課程がない(注:イ ンドネシ

ア大学 には修士課程が1990年 にできた)。従 って、S1(Sarjana)レ ベルの論文 は、イン ド

ネシアにおける日本研究の到達度の指標には成 り得ない。それにもかかわ らず、論文 のタイ

トルを見 るか ぎりでは、それ らの研究は、修士あるいは博士課程 レベルでさらに研究したい

と願 う学生にとって、独創的で将来の発展のもととなる研究 と思われる。以下に学生 たちが

選んだ卒業論文のテーマをい くつかあげて、実例を示 したい。

ア 日本語 ・言語学

イン ドネシア大学 日本語学科 は、1973年 に、最初の卒業生 を送 り出した。それ以来今 日

(1989)ま で卒業論文テーマに言語 ・言語学をとりあげた学生は、15人 しかいない。以下に

例 をあげる。

「助詞 『の』『て』」「動詞 『する』」「『どれ』 『どこ』 『あちら』のインドネシア語への翻訳」
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厂れる ・られ る」「動詞 『いく』 と 『くる』」「助詞 『は』 『が』」厂日本語の受動態」「複数形」

「『 ら』『 ば』『 なら』」「『一て*い る』 『一て*い た』」「漢字の研究」

概 してこれ らの論文は、インドネシア語 との比較研究である。学生たちは、言語学の基本

理論を使 って はいるが、テーマを深 く掘 り下 げているとはいえない。

イ 日本文学

日本文学研究 は、作品研究 も作家研究 も行われてはいるが、紹介 にとどまってお り、文学

論を展開するレベルには至っていない。以下 に、例をあげる。

厂島崎藤村 『破戒』」「人形浄瑠璃」「夏目漱石 『こころ』」「芥川龍之介 『鼻』」「万葉集」厂木

下順二 『夕鶴』」「伊藤左千夫 『野菊の墓』」「夏目漱石 『三四郎』」「有島武郎 『生まれ出つる

悩み』」「浮雲」厂森鴎外 『山椒太夫』」「武田麟太郎 『雪の話』」「小説 『千羽鶴』」「志賀直哉

とその作品」

これらの研究 は、作品のタイプや、作品と作家の関係、時代精神の流れのなかでの作家の

思考の発展、現在 とは異なる時代の社会や特定の階級の特徴を体現している登場人物などを

紹介するにとどまっているが、おのず と研究者自らの見解 も含んでいる。 これらの研究 は、

S1(Sarjana)レ ベルの論文 なので、比較文学的な考察や文学批評的な考察をするには至っ

ていない。

ウ 日本史

歴史的なテーマは、 もっとも多 くの学生 によって卒論に選ばれている。 日本史、特 に明治

維新以降の日本の近代化に、学生たちが非常に興味 をもっているか らであろう。発展途上の

インドネシアが直面する問題の背景を考察するとき、1960年 代後半以来の日本の経済的な成

功を含めて、明治維新から第二次世界大戦終結にいたるまで、日本が民主主義を確立で きな

かったことは、非常に興味 をそそる事柄である。 したがって卒論のテーマは、以下の例 のよ

うな傾向のものが多い。

「明治時代 の自由民権運動」「明治時代の教育」厂日露戦争」「聖徳太子」「キリス ト教 と鎖

国」厂明治時代の女性運動」「岩倉具視」「太平洋戦争」「1946年日本国憲法」「北方領土問題」

「町人の歴史」「西郷隆盛」「自衛隊」「日清戦争」「西周」「出島」「財閥」「平安時代」「満洲

事変」「殖産興業」「安保条約」「明六社」「日本の台湾侵略」「総合商社の歴史」「天皇裕仁」

これらの研究 は、英語に翻訳された二次資料によるものがほとんどで、日本語の一次資料

によるものは少ない。それにもかかわらず、インドネシアの日本史研究 はアメリカ合衆国に

遅れをとっているので、これらのテーマは、インドネシア人 にとっては比較的新鮮な もので

ある。 これ らのテーマがインドネシアに日本の歴史を紹介 したことには、注 目すべ きであ

る。

工 日本文化

文化的なテーマ も、卒論 にとりくむ学生たちに人気のあるテーマである。インドネシアと

日本 の関係 は増加 したが、それによって相互の文化的理解が深 まった ことにはならなかっ

た。 日本経済の不振によってインドネシアが被 った影響の結果、1970年 代にはインドネシア

と日本の関係が悪化 し、反日感情の昂まりは、1974年1月 に頂点に達 した。他の東南アジァ
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諸国でも同様 の現象がおきた。 この悲しい経験が、多 くのイン ドネシア人に日本文化 を真剣

に学ぶ必要性 を痛感 させた。そして、学生たちが以下に挙 げるような日本文化 に関す るテー

マを選ぶ結果になったのである。

「日本文化の特徴」「祭 りの意味」「沖縄の民話」「切腹 の文化的背景」「仏教の世俗化」「祖

先崇拝 の概念」「日本人 とユダヤ人」「武士道」「無常観」「神道」「実学」「不動」「日本 の婚

姻制度」

これ らのテーマは、 日本人の特徴 と日本文化の価値を具体的に説明することに成功 してい

る。

オ 社会問題

社会問題 について論 じた論文は、今の ところ非常に少ない。 これは、社会問題が必修科目

でな く選択科目になっているカリキュラムの影響だと思われる。それにもかかわらず、以下

に挙 げるテーマには興味深い ものがある。

「第二次世界大戦後の農村 における構造変化」「第二次世界大戦後 の女性の役割」「第二次世

界大戦後の老人問題」

日本の現代の社会問題 は、明治時代や江戸時代の社会問題 より興味 をひかれるテーマであ

る。今のところ、現代以外 を扱った論文は、「江戸時代の士 ・農 ・工 ・商の身分制度に基礎

を置 く日本の社会構造」ただ1つ である。

以上は、S1(学 士)レ ベルの論文の特徴 を手短に述べた ものである。S2(修 士)レ ベル

や、S3(博 士)レ ベルの研究は、 まだ非常 に少ない。現在、イン ドネシアにおいて日本研

究の修士号 を持つ ものは14人、博士号 を持 つものは3人 である。Dr.LiTekTjengは 外交問

題、Dr.KetutSurajayaは 歴史、Dr.SitiDahsiarAnwarは 文化についての研究を行ってい

る。 この数 は、日本やアメ リカ合衆国に留学 している者が研究を終える5年 後には、増 える

であろう。

(4)研 究 とその問題点

「日本ブーム」がイン ドネシア中に広 まったにもかかわ らず、科学的な日本研究は、それに

歩調 を合わせては発展 しなかった。 これにはいくつかの理由が考えられる。 まず第1に は、

インドネシアにおける日本の専門家の不足である。インドネシアの高等教育機関には、全部

で少な くとも70人 の日本研究 と日本語の教師がいるが、 これらの教師たちは、主に日本語教

育に携わっている。彼等 は語学教育に忙 しく、自身の個人研究あるいは共同研究を行 うため

の十分な時間が取れない。

第2に は、インドネシアの大学における研究費 の不足である。そのために、研究費予算

は、優先順位 にしたがって分配され る。 日本研究 は、優先順位が非常に低い。日本研究が行

われる場合 も、イン ドネシア と日本の共同出資で予算の得 られる経済や工業技術 に関係 した

ものにな りがちである。

第3に 、 日本語 を習得していない研究者が実際に研究をすすめてい く時にぶつか る問題で

ある。一般的に研究は、英語の資料に基づいて行われるが、英語圏の文化的背景がそれ らの
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1988年 度 の 日本語能 力試 験 の受験 者数

()内 は、1987年 の推移

ジ ャカルタ

レベ ル 申込者 受験者 欠席者

1

9
々

90

4

27(24)

94(48)

169(131)

324(257)

22(23)

78(43)

150(110)

258(217)

5(1)

16(5)

19(21)

66(40)

計 614(460) 508(393) 106(67)

ス ラバヤ

1

9々

00

4

1(0)

46(12)

96(107)

104(129)

1(0)

42(9)

87(97)

85(122)

0(0)

4(3)

9(10)

19(7)

計 247(248) 215(228) 32(20)

メダン

-

り
乙

9」

4

2(8)

11(8)

59(42)

116(144)

2(6)

11(8)

52(32)

105(127)

0(2)

o(o)

7(10)

--(17)

計 188(202) 170(173) 18(29)

バ ン ドン

1

9山

9
0

4

6(4)

25(10)

143(138)

440(219)

5(4)

23(10)

117(112)

364(196)

1(0)

2(0)

26(26)

76(23)

計 614(371) 509(322) 105(49)

資料 自体に影響 を及ぼしているおそれがある。

この ことは、特に経済学 ・政治学 ・社会学 ・国

際関係学 ・人類学の専門家についていえる。

上記の第2の 理由から、バン ドンのパジャジ

ャラン大学 日本語研 究セ ンターや、Univer-

sitasNasional・ インドネシア大学、ガジャマ

ダ大学の各 日本研究センターは、日本 のより一

層の援助 と協力 を望 んでいる。これについて

は、国際交流基金が研究費を含む研究者の交換

のみならず、教師や研究者の養成、文献の寄贈

な どで重要な役割を果たしている。

イ ンドネシアにおいては日本 についての研究

者が不足 している一方で、多 くのインドネシア

人が 日本 に関することを学び理解したがってい

る。そこで、インドネシア語に翻訳された日本

についての本が役立つことになる。す くな くと

も、 日本 の経営 ・歴史 ・文化 ・社会問題 といっ

た分野では、有意義である。通例、 これらの本

は、英語の本からの翻訳である。日本に関する

本の出版はまだ限られてはいるが、増 えて きて

いる。

全 イン ドネ シア

1

2

3

4

36(36)

176(78)

467(418)

984(749)

30(33)

154(70)

406(351)

812(662)

6(3)

22(8)

61(67)

172(87)

総 計 1663(1281) 1402(1116) 261(165)

TheJapanFoundation,Jakartaの 資 料 に よる

(5)イ ン ドネシアにおける

日本研究の将来

国際交流基金 によって4年 前から行われてい

る日本語能力試験のデータをみるかぎり、受験

者 は、確実 に増 えている。1987年 には1281人 だ

った申込者が、1988年 には1663人 になってい

る。受験者 は、1116人 か ら1402人 に増 えてい る。申込者 は、ジ ャカル タで614人(460)

〔()内 は、1987年 の数〕、バ ンドンで614人(371)、 スラバヤで247人(248)、 メダンで188

人(202)で ある。

表のデータは日本語能力試験の申込者数 と受験者数に関するものである。 このデータは、

正確でないにしても、イン ドネシアにおける日本語学習者の数を反映しているとみていいだ

ろう。インドネシア全土の語学教育機関で日本語を学習している学生の50%し か この試験を

受験 しなかったとすると、1988年 に推定される日本語学習者の数 は、約3300人 である。イン

ドネシア大学 日本語学科の300人 の学生のうち、1988年 には約50%に あたる155人 が この日本 .

語能力試験を受験 している。
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.6イ ンドネ シア にお ける日本研究 の現状 と将来

現在イン ドネシアの教育機関には70人 の日本語教師がいるが、それ とは別 に、最近 日本語

学科の卒業生のなかに高等教育機関の教員 に興味を持つ ものが増えて きた。今後教員が増え

るとすると、しかるべ き時期 にはイン ドネシアの日本研究所が増え、 日本 に関する研究 も盛

んになると考 えられる。

現在イン ドネシアは就職難であるにもかかわ らず、 日本語学科の卒業生 は、SO(Diploma)

レベルであろうとS1(Sarjana)レ ベルであろうと、就職先に苦労 しない状況である。 う

まくいけば、競争が激化する風潮のインドネシア社会 において、今後人々の関心 はよりいっ

そう日本研究 に集まるであろう。
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